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装備品見学

体験搭乗（掩体掘削機）

土工作業

地雷探知

隊員との懇談

爆破訓練

連結作業

木工作業重材料の取扱い

隊員との懇談

概要説明

操縦体験

　駐
屯
地
は
、
中
学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
に
見
学

会
参
加
希
望
者
を
公
募
し
、
７
月
６
日
に
駐
屯
地
見

学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　自
衛
隊
の
概
要
を
説
明
し
、
装
備
品
の
見
学
や
各

種
体
験
搭
乗
（
掩
体
掘
削
機
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、

94
式
水
際
地
雷
敷
設
装
置
）、
営
内
居
住
区
の
見
学
、

隊
員
と
の
懇
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

　参
加
し
て
頂
い
た
方
か
ら
は
「
隊
員
の
生
活
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
ま
た
、
直
接
お
話
し
で
き

て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　駐
屯
地
は
、
７
月
４
日
、
西
部
方
面

隊
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
等
に
対
し

て
、
小
郡
駐
屯
地
及
び
第
５
施
設
団
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
第
５
施
設
団
が
保
有
す
る
装
備
品

を
展
示
し
、
92
式
地
雷
原
敷
設
車
の

搭
乗
及
び
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
・
掩
体
掘
削

機
の
操
縦
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　ま

た
、
隊
員
の
生
活
環
境
の
見
学
や

隊
員
と
の
懇
談
を
実
施
し
、
駐
屯
地
と

部
隊
の
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　第
２
施
設
群
及
び

第
９
施
設
群
は
、
前

期
教
育
を
修
了
し
た

新
入
隊
員
に
対
す
る

特
技
（
後
期
）
教
育

を
実
施
し
ま
し
た
。

　本
年
は
、
両
施
設

群
で
同
時
に
特
技
教

育
を
担
任
し
て
お
り
、

隊
員
た
ち
は
、
第
５

施
設
団
の
先
輩
で
あ

る
教
官
・
助
教
か
ら
、

施
設
技
術
と
施
設
科

の
精
神
を
学
び
ま
し

た
。　真

夏
の
厳
し
い
日

差
し
に
も
負
け
ず
、

順
調
に
訓
練
を
進
行

し
、
９
月
下
旬
に
教

育
を
修
了
し
ま
し
た
。

　施
設
科
隊
員
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
隊
員
達
の
今

後
の
成
長
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

小郡駐屯地部隊見学会を実施

自衛隊 選択肢自衛隊 選択肢自衛隊という を得るため選択肢

第２施設群教育隊第９施設群教育隊

施設科のたまご施設科のたまご
小郡駐屯地・飯塚駐屯地で後期教育を実施小郡駐屯地・飯塚駐屯地で後期教育を実施小郡駐屯地・飯塚駐屯地で後期教育を実施

E

西
方
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
等

部

隊

研

修

支

援
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ここちよく、生きよう。

本　　社 ／ 〒810-0801 福岡市博多区中洲5-3-8 アクア博多6F
TEL：092-283-3200 FAX：092-283-3205
東京オフィス／ 〒107-0052 東京都港区赤坂4-9-17 赤坂第一ビル10F
TEL：03-6905-9584 FAX：03-6905-9589

河北地区防衛協会青年会
会員募集

連絡先:小郡市横隈18３２－６
TEL0942－75－3592（担当 堤）

SNACK

ボビー

〒838-0144 小郡市祇園2丁目6-7

TEL 0942-73-4881 店休日：水曜日

飲み放題2時間
　　  約3,000円
18時～20時は軽食付
  １人　3,500円
 ご利用できます。

5名様～で
3日前までに
　 ご予約ください。

概要説明

体験搭乗（ＵＨ－１Ｊ） 集合写真

自由見学

バケットローダ体験操縦

運転シミュレーション

整備教育（溶接作業）

整備工場見学

概要説明

基本教練

　小
職
は
、
令
和
６
年
３
月
に
第
５
施
設
団

副
団
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
が
、
西
部
方

面
隊
勤
務
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
我
が

国
防
衛
の
第
一
線
に
お
い
て
、
勤
務
さ
せ
て

頂
く
重
責
と
遣
り
甲
斐
を
日
々
痛
感
し
な
が

ら
、
全
力
で
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
貴
重
な
投
稿
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た

の
で
、
隊
員
指
導
に
関
し
て
常
日
頃
考
え
て

お
り
ま
す
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　小
職
は
こ
れ
ま
で
、
小
隊
長
、
中
隊
長
、

大
隊
長
そ
し
て
、
群
長
と
様
々
な
地
域
で
各

種
指
揮
官
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

地
域
の
特
性
や
、
年
代
、
世
代
に
よ
る
特
性

に
よ
る
差
も
若
干
あ
る
も
の
の
、
隊
員
指
導

に
お
い
て
自
ら
の
経
験
か
ら
重
要
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
は
、
総
じ
て
以
下
の
二
つ
で
す
。

一
つ
目
は
、「
方
向
性
を
示
し
組
織
内
で
共

有
す
る
」
こ
と
、
二
つ
目
は
、「
隊
員
の
個

性
を
尊
重
し
、
長
所
を
褒
め
て
伸
ば
し
、
短

所
に
自
ら
気
付
か
せ
是
正
さ
せ
る
」
こ
と
で

す
。　一

つ
目
の
「
方
向
性
を
示
し
組
織
内
で
共

有
す
る
」
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
私
が

よ
く
用
い
る
例
え
話
に
「
ベ
ク
ト
ル
の
例
え
」

が
あ
り
ま
す
。
隊
員
一
人
一
人
を
ベ
ク
ト
ル

と
例
え
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
に
「
方
向
」
と
「
大

き
さ
」
が
あ
り
ま
す
。
十
人
分
の
ベ
ク
ト
ル

が
集
ま
れ
ば
、
そ
の
力
は
十
人
分
に
な
る
よ

う
に
思
え
ま
す
が
、
一
本
で
も
違
う
方
向
を

向
い
て
い
る
と
全
体
の
力
は
大
き
く
減
衰
し

ま
す
。
逆
に
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
協

力
す
る
と
全
体
の
力
は
、
組
織
の
構
成
員
の

相
乗
効
果
に
よ
り
、
十
人
分
以
上
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
陸
上
自
衛
隊
は
、
組
織
で

任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
指
揮
官
が
明
確
な

方
向
性
を
示
し
組
織
内
で
共
有
し
た
上
で
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
を
発
揮
し
相
乗
効
果
を
生

み
出
す
こ
と
が
肝
要
と
思
料
し
て
お
り
ま
す
。

　二
つ
目
の
「
隊
員
の
個
性
を
尊
重
し
、
長

所
を
褒
め
て
伸
ば
し
、
短
所
に
自
ら
気
付
か

せ
是
正
さ
せ
る
」
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

は
、
最
近
の
心
理
学
や
脳
科
学
か
ら
説
明
で

き
ま
す
。
最
近
の
ゆ
と
り
、
さ
と
り
世
代
の

若
者
に
対
し
て
は
、
自
己
効
力
感
や
仕
事
そ

の
も
の
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
内
部
か

ら
湧
き
出
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
一
つ

目
の
「
方
向
性
を
示
し
組
織
内
で
共
有
す
る
」

こ
と
に
加
え
、
長
所
や
成
果
を
具
体
的
に
褒

め
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
ら

の
研
究
成
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
人
は
周
囲
の
人
に
良
い
影
響
を
与
え
て

い
る
と
い
う
実
感
を
得
た
い
も
の
で
す
が
組

織
内
で
褒
め
あ
う
こ
と
で
、
組
織
と
し
て
の

一
体
感
、
信
頼
感
が
増
大
し
、
他
人
へ
の
貢

献
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
延
い
て
は
お
互

い
の
強
み
を
引
き
出
し
あ
い
、
お
互
い
の
不

足
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
、
組
織
と
し
て
相

乗
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

こ
の
観
点
か
ら
、
人
間
関
係
が
濃
密
な
陸
上

自
衛
隊
は
、
遣
り
甲
斐
の
あ
る
魅
力
的
な
組

織
で
あ
り
、
団
結
が
強
く
、
相
互
に
関
心
の

あ
る
部
隊
ほ
ど
、
こ
の
傾
向
は
強
い
と
思
料

し
ま
す
。

　一
方
で
「
褒
め
る
」
だ
け
で
は
、
人
の
成

長
に
は
限
界
が
あ
り
、
時
に
は
「
叱
る
」
こ

と
も
必
要
で
す
。「
叱
る
」に
は
、上
司
と
し
て
、

強
権
を
発
動
し
、
注
入
的
に
改
善
さ
せ
る
要

領
と
、
問
題
点
を
指
摘
し
、
当
事
者
自
ら
、

是
正
要
領
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
啓
発
的
に

改
善
さ
せ
る
（
気
付
き
を
与
え
る
）
要
領
が

あ
り
ま
す
が
、
昨
今
求
め
ら
れ
て
い
る
自
ら

考
え
、
行
動
で
き
る
隊
員
を
育
成
す
る
上
で

は
、
後
者
の
方
が
よ
り
望
ま
し
い
要
領
で
あ

る
と
思
料
し
て
お
り
ま
す
。

　小
職
も
、
第
５
施
設
団
を
構
成
す
る
ベ
ク

ト
ル
の
一
人
と
し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
団
長
の
補
佐
者
と
し
て
、
隊
員
の
個
性

を
尊
重
し
、
長
所
を
褒
め
て
伸
ば
し
、
短
所

に
自
ら
気
付
か
せ
是
正
さ
せ
る
指
導
に
留
意

し
、
有
事
に
所
命
を
完
遂
し
国
民
の
負
託
に

応
え
る
こ
と
の
で
き
る
精
強
で
健
全
な
隊
員

の
育
成
に
全
身
全
霊
を
も
っ
て
邁
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
第
５
施
設
団
広
報
紙

「
え
ん
じ
」
を
ご
愛
読
の
皆
様
、
引
き
続
き
第

５
施
設
団
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
拙
文
を
終
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

第
５
施
設
団
副
団
長
　
　
　

　１
等
陸
佐
　上
林
　勝
敏

は

版
ど
い

　駐
屯
地
は
、
７
月
20
日
、
西
方
ヘ
リ

隊
の
協
力
の
も
と
航
空
機
体
験
搭
乗
を

実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
小
郡
市
の
空

の
旅
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　駐
屯
地
は
、
９
月
３
日
か
ら
４
日
の
間
、
福

岡
県
小
郡
市
立
小
郡
中
学
校
が
計
画
す
る
職
場

体
験
に
協
力
し
ま
し
た
。
小
郡
中
学
校
の
９
名

の
学
生
に
、
基
本
教
練
、
整
備
教
育
、
施
設
機

械
操
作
等
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
自
衛
隊
へ

の
関
心
と
理
解
の
獲
得
、
地
域
と
の
連
携
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

航
空
機
体
験
搭
乗

職

　場

　体

　験
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新隊員後期開始式（集合写真）

第４０１施設中隊検閲
（中隊長現場指導）

爆点での作業

第３６８施設中隊検閲
（０７式機動支援橋）

第３６７施設中隊検閲
（道路障害作業車）

起爆準備を行う隊員

型枠の設置（健軍駐屯地東側地区） 高射特科部隊との現地調整
（日出生台演習場）

第

　２

　施

　設

　群

第

　９

　施

　設

　群

第
１
０
３
施
設
器
材
隊

　群
は
、
令
和
６
年
７
月
３
日
に
令

和
６
年
度
新
隊
員
特
技
課
程
「
施
設
」

教
育
開
始
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　夢
と
希
望
を
抱
き
、
一
人
前
の
施

設
科
隊
員
を
目
指
し
、
必
要
な
知
識

と
技
能
を
修
得
し
て
い
き
ま
す
。

　約
３
ヵ
月
の
教
育
に
な
り
ま
す
が
、

基
幹
要
員
を
核
心
と
し
、
課
程
教
育

を
実
施
中
で
す
。

　群
は
、
令
和
６
年
度
各
中
隊
訓
練

検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。
離
島
防
衛

に
任
ず
る
守
備
部
隊
を
支
援
す
る
施

設
中
隊
と
し
て
の
行
動
を
検
す
る
も

の
に
な
り
ま
す
。

　第
２
施
設
群
長
は
、
訓
示
に
お
い

て
「
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
克
服
し
、
生

き
残
り
、
任
務
を
継
続
せ
よ
」
と
要

望
し
、
各
級
指
揮
官
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
位
、
責
任
と
権
限
及
び
当
面
す
る

状
況
を
踏
ま
え
、
上
級
部
隊
指
揮
官

か
ら
受
領
し
た
命
令
を
具
現
化
し
て

指
揮
下
の
隊
員
に
徹
底
せ
よ
と
述
べ

ま
し
た
。

　第
９
施
設
群
が
担
任
す
る
一
般
陸
曹
候
補
生
教
育
隊

（
後
期
）
は
、
令
和
６
年
８
月
24
日
か
ら
８
月
28
日
ま
で

の
間
、
霧
島
演
習
場
に
お
い
て
、
実
爆
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
真
夏
の
厳
し
い
日
差
し
に
も
負
け
ず
、
真
剣
な

眼
差
し
で
正
確
か
つ
確
実
な
動
作
を
行
い
、
初
め
て
の

実
爆
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。
一
般
陸
曹
候
補
生
教
育

も
折
り
返
し
、
残
り
の
教
育
訓
練
も
一
致
団
結
し
、

同
期
の
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
施
設
群
と
し
て
必
要
な

基
礎
の
修
得
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　隊
は
、
８
月
27
日
か
ら
８
月
29
日
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演

習
場
に
お
い
て
、＃
３
隊
野
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　隊
野
営
訓
練
で
は
、
架
橋
中
隊
が
、
被
支
援
部
隊
で
あ
る
高

射
特
科
部
隊
（
竹
松
駐
屯
地
）
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
（
部
隊
防
護
）
確
保
に
係
る
構
築
物
を
構
築
す
る
等
、

状
況
判
断
に
基
づ
く
施
設
支
援
を
実
施
し
、
施
設
技
術
を
更
に

向
上
さ
せ
ま
し
た
。

　ま
た
、
７
月
１
日
か
ら
、
健
軍
駐
屯
地
東
側
地
区
に
お
い
て

訓
練
棟
（
射
撃
訓
練
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
）
新
設
工
事
を
特
殊
器
材

中
隊
が
担
任
し
て
い
ま
す
。
本
工
事
は
２
年
計
画
で
、
現
在
基

礎
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　隊
は
今
後
も
特
有
の
技
術
を
駆
使
し
て
、
様
々
な
任
務
に
一

丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

え　ん　じ 令和６年 10月 31日（3）第 332 号



優勝チームの賞状授与

隊員クラブ意見交換会

第４次中隊練成訓練

自作したボーリング足場の構築

大型整備（2中隊）

白熱した球技大会

光学ドローンによる高低測量

必墜（重機関銃空包射撃）

小型整備（1中隊） 発電機整備（2中隊派遣隊）

食事を受領する小学生

第
３
０
３
水
際
障
害
中
隊

第
５
施
設
団
本
部
付
隊

第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

　中
隊
は
、
令
和
６
年
８
月
に
施
設
教

導
隊
か
ら
新
た
に
仲
間
に
な
っ
た
齋
藤

３
曹
と
の
融
和
と
中
隊
の
団
結
を
目
的

と
し
た
球
技
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　６
コ
チ
ー
ム
で
試
合
を
実
施
し
、
中

隊
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
一
丸
」
を
基

に
各
チ
ー
ム
盛
り
上
が
り
の
あ
る
試
合

と
な
り
ま
し
た
。

　最
後
に
閉
会
式
で

中
隊
長
か
ら
優
勝
し
た
チ
ー
ム
に
賞
状

を
授
与
し
、
大
会
を
終
了
し
て
中
隊
の

団
結
及
び
帰
属
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

し
た
。

　隊
は
、
８
月
27
日
に
小
郡
訓
練
場
に

お
い
て
、
第
２
次
付
隊
練
成
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　本
訓
練
に
お
い
て
は
、
偵
察
班
は
、

光
学
・
レ
ー
ザ
ー
ド
ロ
ー
ン
に
飛
行
プ

ラ
ン
を
入
力
し
、
自
動
操
縦
に
よ
る
高

低
測
量
を
演
練
、
調
査
設
計
班
は
、
自

作
し
た
足
場
上
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

セ
ッ
ト
を
設
置
す
る
ま
で
の
、
器
材
卸

下
か
ら
掘
開
準
備
ま
で
を
演
練
し
ま
し

た
。　９

月
中
旬
に
は
、
大
久
保
団
長
に
よ

る
訓
練
指
導
も
計
画
し
て
お
り
、
団
本

部
付
隊
の
現
有
練
度
に
つ
い
て
ご
確
認

頂
く
予
定
で
す
。

　中
隊
は
８
月
１
日
、
新
中
隊
長
（
山

中
眞
一
一
等
陸
尉
）
を
迎
え
新
た
な
体

制
と
な
り
ま
し
た
。
体
制
移
行
後
、
重

機
関
銃
空
包
射
撃
練
成
訓
練
を
担
任
し
、

夏
季
休
暇
後
に
は
第
４
次
中
隊
練
成
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
訓
練
に
お
い

て
は
台
風
10
号
上
陸
に
伴
い
派
遣
準
備

の
為
、
駐
屯
地
へ
帰
隊
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
領
域
横
断
作
戦
部
隊
に

対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
部
隊
防
護
）

に
関
す
る
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
任

務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
能
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　大
隊
は
、
６
月
13
日
か
ら
７
月
18
日

の
間
、
日
本
原
演
習
場
、
福
山
演
習
場
、

大
多
武
演
習
場
及
び
植
松
訓
練
場
に
お

い
て
、
各
中
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し

ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
受
閲
部
隊

は
１
名
の
脱
落
者
も
な
く
、
中
隊
長
を

核
心
と
し
て
全
隊
員
が
一
致
団
結
し
、

任
務
を
完
遂
し
、
訓
練
練
度
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
南
西
防
衛
の
実
効
性
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

　駐
屯
地
見
学
に
参
加
し
た
近
隣
の
小

学
生
等
23
名
に
対
し
隊
員
食
堂
に
お
い

て
、
体
験
喫
食
で
ガ
ー
リ
ッ
ク
ペ
ッ

パ
ー
ラ
イ
ス
及
び
ド
ー
ナ
ツ
等
を
提
供

し
ま
し
た
。
ガ
ー
リ
ッ
ク
ペ
ー
パ
ラ
イ

ス
を
初
め
て
食
べ
た
小
学
生
も
満
足
し

た
様
子
で
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
方
面
総
監
の
初
度
視
察
の
際

総
監
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
は
、

隊
員
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
頂
き
隊
員
ク

ラ
ブ
の
活
性
化
を
含
め
支
部
業
務
の
一

端
を
ご
確
認
頂
き
ま
し
た
。

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊

駐

屯

地

業

務

隊
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不審者対応

防犯講話

命令下達各種システムの設定

駐屯地内の内線構成

防犯巡察

納品のチェック中（検収作業）防犯巡察の様子

授乳練習中

日々鍛錬（筋力トレーニング）

定
年
退
官
者
予
定
者
紹
介

定
年
退
官
者
予
定
者
紹
介

家
族
投
稿

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

警

務

隊

小

郡

連

絡

班

第

３

６

１

会

計

隊

　隊
は
、
７
月
６
日
及
び
７
日
に
高
良
台
演
習

場
に
お
い
て
令
和
６
年
度
方
面
会
計
隊
集
中
野

外
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
幹
部
の
実
員
指
揮

能
力
の
向
上
・
隊
員
の
基
本
基
礎
の
確
行
を
主

演
練
項
目
と
し
、
炎
天
下
の
中
、
段
階
的
に
積

み
重
ね
て
き
た
訓
練
成
果
を
発
揮
す
べ
く
隊
員

一
人
一
人
が
状
況
の
人
と
な
り
、
真
剣
か
つ
熱

心
に
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
本
訓
練
で
得

た
教
訓
を
今
後
に
生
か
し
、
よ
り
精
強
な
会
計

隊
に
な
る
べ
く
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

　派
遣
隊
は
７
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
、

令
和
６
年
度
群
演
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
演

習
に
お
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
通
信
組
織
の
構
成
・

維
持
・
運
営
、
通
信
所
防
護
、
障
害
対
処
要
領

に
つ
い
て
演
練
を
実
施
し
、
派
遣
隊
一
丸
と
な

り
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

　本
演
習
で
得
た
教
訓
事
項
を
、
今
後
の
訓
練

に
反
映
さ
せ
、
引
続
き
部
隊
の
基
本
的
行
動
及

び
隊
員
の
基
礎
動
作
の
練
度
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　班
は
、
７
月
22
日
か
ら
８
月
18
日
ま
で
の
間
、

  「
窃
盗
犯
罪
の
防
止
」「
性
的
犯
罪
の
防
止
」

  「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
を
重
視
事
項
と
し
た
夏

季
防
犯
活
動
強
化
旬
間
を
設
定
し
、
防
犯
講
話

や
防
犯
巡
察
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　部
隊
が
計
画
す
る
服
務
指
導
施
策
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
部
隊
と
密
接
に
連
携
し
た
防
犯

活
動
を
通
じ
て
、
隊
員
の
防
犯
意
識
を
高
揚
さ

せ
、
各
種
事
案
発
生
の
未
然
防
止
に
寄
与
し
ま

し
た
。

基

　通

　小

　郡

　派

　遣

　隊

第
２
施
設
群

　第
３
６
７
施
設
中
隊

　
　１
等
陸
曹

　山
口

　勝
志

令
和
６
年
11
月
18
日
付

　第
３
６
８
施
設
中
隊

　
　２
等
陸
尉

　佐
藤

　功

　

令
和
６
年
10
月
27
日
付

第
９
施
設
群

　本
部
管
理
中
隊

　
　
　陸
曹
長

　杉
本

　健
治

令
和
６
年
12
月
21
日
付

　
　
　准
陸
尉

　谷
口

　寛

　

令
和
６
年
12
月
30
日
付

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
小
郡
連
絡
班

　
　
　陸
曹
長

　高
木

　光
雄

令
和
６
年
11
月
30
日
付

　
　長
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た

　令
和
６
年
８
月
に
第
８

普
通
科
連
隊
（
米
子
駐
屯

地
）
か
ら
業
務
隊
に
異
動

し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
、

育
児
休
業
の
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
り
、
初
め
て
の
異
動
、

初
め
て
の
職
務
で
不
安
は

募
る
ば
か
り
で
し
た
が
、

業
務
隊
の
皆
さ
ん
に
温
か

く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
新

し
い
職
務
に
対
す
る
不
安

も
ゆ
っ
く
り
と
解
決
し
て

い
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
家
族
と
仕
事
を
両
立
し

な
が
ら
、
部
隊
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

投
稿
者
　小
郡
駐
屯
地
業
務
隊
　
　
　
　
　
　
　

３
等
陸
曹
　濵
崎
　紗
希

　第
１
３
４
地
区
警
務
隊

小
郡
連
絡
班
に
所
属
す
る

北
川
裕
太
３
曹
を
紹
介
し

ま
す
。

　北
川
３
曹
は
防
犯
及
び

後
方
業
務
全
般
を
担
当
し
、

　警
務
科
の
使
命
で
あ
る

「
部
内
の
秩
序
を
維
持
し
、

も
っ
て
作
戦
を
支
援
す
る

に
あ
る
。」
を
モ
ッ
ト
ー
に

勤
務
に
励
み
、
班
の
隊
務

運
営
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
第
１
０
３
施
設

器
材
隊
出
身
の
元
施
設
科

隊
員
で
「
お
ご
お
り
工
兵

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
命
名
者
で
す
。 

　

投
稿
者
　第
１
３
４
地
区
警
務
隊
小
郡
連
絡
班
　

陸
曹
長
　
　薄
井
　茂
博

　第
１
０
３
施
設
器
材
隊
架

橋
中
隊
の
ナ
イ
ス
ガ
イ
、
皿

田
２
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

　皿
田
２
曹(

３
児
の
パ
パ)

は
、
中
隊
本
部
車
両
主
任
と

し
て
特
車
申
請
、
施
設
車
両

の
運
用
等
、
中
隊
の
隊
務
運

営
に
し
っ
か
り
貢
献
し
て
く

れ
る
隊
員
で
あ
り
大
型
自
動

車
教
習
指
導
員
と
し
て
も
後

輩
育
成
に
尽
力
し
て
く
れ
て

い
る
素
晴
ら
し
い
隊
員
で
す
。

　ま
た
、「
生
涯
現
役
」
を

掲
げ
て
日
々
鍛
錬
に
励
み
、

課
業
外
に
は
１
７
０
キ
ロ
以

上
の
重
量(

バ
ー
ベ
ル)

を
持

ち
挙
げ
、
後
輩
隊
員
と
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

投
稿
者
　第
１
０
３
施
設
器
材
隊
架
橋
中
隊
　
　
　

陸
曹
長
　日
髙
　剛
史

　今
年
の
５
月
９

日
に
第
一
子
長
女

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　初
め
て
の
出
産

で
と
て
も
不
安
で

し
た
が
、
夫
が
出

産
特
別
休
暇
を
取

得
し
て
、
夫
婦
で

我
が
子
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
産
後
も
約
２
週
間
ほ
ど
育
児
休
業
を
取
得
し

て
２
人
で
子
育
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
子
供
は
現
在

ま
で
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

　男
性
の
育
児
休
業
は
、
な
か
な
か
取
得
し
づ
ら
い
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
育
児
休
業
を
認
め
て
頂
い

た
夫
の
職
場
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　投
稿
者
　第
５
施
設
団
本
部
付
隊
　
　
　
　
　
　
　

２
等
陸
曹
　古
賀
　諒
一
　ご
家
族

全
国
異
動
者
の
声

全
国
異
動
者
の
声

全
国
異
動
者
の
声

★★★★★

★★
★ ★★

職
場
の
ナ
イ
ス
ガ
イ

職
場
の
ナ
イ
ス
ガ
イ

職
場
の
ナ
イ
ス
ガ
イ
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絆
で
繋
ご
う
後
輩
へ

（
読
み
終
わ
っ
た
ら
家
族
・
知
人
に
送
ろ
う
）



明　星　支　部：久留米市日吉町１４－３３ 住友生命ビル４Ｆ
久留米新中央支部：久留米市日吉町１４－３３ 住友生命ビル５Ｆ

℡.０９４２－３２－２５４４
℡.０９４２－６５－３６４２

明星支部
高田

久留米新中央支部
坂口

久留米第一営業所

甘木営業所

富国生命保険株式会社
〒839-0864　福岡県久留米市百年公園1-1 久留米リサーチビル6F

〒838-0068　福岡県朝倉市甘木1182　フコク生命ビル2F

☎0942-34-1191

☎0946-24-1373

第一生命保険株式会社

C22-857-0127（2023.3.20）

九州コンサル営業室
久留米第一オフィス
有江  恵里香

久留米支社
小郡営業オフィス
亀山  智美

新車・中古車販売、各種整備、鈑金塗装

㈲ 山 下 自 動 車
駐屯地営門すぐそば！朝出して夕方持ち帰り。

１日車検・鈑金塗装・各種整備等
些細なことでもご相談ください。
ＴＥＬ 0942－72－6201

甘木営業所 ☎0946-22-2815
〒838-0068 朝倉市甘木868-2（永露 善恵）

久留米営業所 ☎0942-33-1448
〒830-0032 久留米市東町38-44（稲益 詩乃）

小郡駐屯地担当

梶村  奈甫

三池支社　久留米営業部
〒830-0023 久留米市中央町38-6 久留米プラザビル2F
TEL.0942-39-3331

担当営業職員をよろしくお願い申し上げます。

中島  直子

大樹生命保険株式会社

レーブ・ド・ベベ
〒８３８-０１０５  福岡県小郡市横隈１５７１－１　  営業時間9:30～19：00
電話：0942-75-2020

テレビCMで話題の
ブラなび＋も「絆会」です。

九州最大級の品揃
自衛官特別優待

西日本最大の
   式場紹介システム

礼服貸出無料の特典有礼服貸出無料の特典有
県外での挙式も対応

（細部はチラシ/ポスターで）

「絆会」
株式会社「愛心」

結婚・婚約指輪専門店

0942-38-8111

0942-38-7851
YUBIWAYA

来店時は絆会の広告を見たと最初にお伝えください 自衛官と、そのご家族だけの特典、全品10～45％OFF

地　域　と　と　も　に
駐屯地見学会駐屯地見学会
令和６年７月２５日（木）

小郡市自衛隊協力会総会支援小郡市自衛隊協力会総会支援
令和６年７月２３日（火）

第１回SummerCup 争奪福岡大会第１回SummerCup 争奪福岡大会
令和６年８月２４日（土）

陸自ジョブリンピック支援陸自ジョブリンピック支援
令和６年８月２６日（月）

夢ＨＡＮＡＢＩ支援夢ＨＡＮＡＢＩ支援
令和６年８月１０日（土）

高卒塔婆慰霊祭高卒塔婆慰霊祭
令和６年８月６日（火）

施設科幹部ＯＢ会（ときわぎ会）九州支部
会員募集

西方管内の３尉以上の退官（予定）者は
どなたでも入会できます！

管内の会員相互の親睦と施設科部隊の支援をしています

入会の連絡はこちら

会員募集
西方管内の３尉以上の退官（予定）者は
どなたでも入会できます！

管内の会員相互の親睦と施設科部隊の支援をしています

入会の連絡はこちら
連絡（取次）先：小郡駐屯地第５施設団本部広報班
ＴＥＬ：０９４２－７２－３１６１（内線：２１８）

中隊での職務
車両操縦手

入隊の動機
誰かのためになる仕事につきたいと思ったため

第３０５ダンプ車両中隊
陸士長　 平岡  花菜
第３０５ダンプ車両中隊
陸士長　 平岡  花菜

夢は広報官！多くの人に自衛隊を知ってもらえるよう
日々一生懸命がんばります。
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